







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































㉑（『万葉集』巻六・一〇四三・家持）霊剋 壽者不知 松之枝 結情者 長等曽念
㉒荒玉之 年者来去而 玉梓之 使之不来者 霞立 長春日乎 天地丹 思足椅 帶乳根笶 母之養蚕之 眉隠 氣




㉓（前略）遠人 待之下道湯 登之而 國見所遊 九月之 四具礼乃秋者 大殿之 砌志美弥尓 露負而 靡芽乎 

























































49額田王奉和歌一首 従倭京進入「古尓恋良武鳥者 霍公鳥 盖哉鳴之 吾念流碁騰」
50藤原夫人歌一首 明日香清御原宮御宇天皇之夫人也 字曰大原大刀自 即新田部皇子之母也「霍公鳥 
痛莫鳴 汝音乎 五月玉尓 相貫左右二」
51佐々木民夫「藤原夫人の歌一首　――　ホトトギスの「声」をめぐって　――　」『萬葉研究』九巻、昭和
六三
52例えば白居易の「琵琶引」や「江上送客」などがある。
53中国の唐代初期に成立した類書。武徳七年（六二四）、歐陽詢らが、高祖の勅を奉じて撰。
54植木久行「ほととぎすのうた　杜鵑と郭公をめぐって」『比較文学年誌』十五号、一九七九
55前掲書、一九七九
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＊討論要旨
康盛国氏は、朝鮮時代以降の時調と万葉集や八代集の和歌との比較を行うことの妥当性に疑問を呈
し、時調に対する漢詩の影響を指摘した。それに対して発表者は「独自の言語・文字で作られてい
る」、「王朝における特権階級が詠者である」などの共通点を有する両者の比較は可能であり、今後は
両者のリズムにも着目し研究を進める予定であることを述べた上で、時調における漢文学の影響を認
めた。寺島恒世氏は和歌において松の慶賀性を政治的に用いる例のあるのに対し、時調においてその
ような例の無いことを発表者に確認した上で、そのようなより細微な両者の差異に着目する必要性を
指摘した。
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